③　地下水の水質　
地下水の水質調査結果は、表5-6-3に示すとおりであり、全ての地点で地下水の環境基準値を下回っていた。

なお、地下水の水質調査地点については、図5-6-3に示すとおり、事業計画地内の２地点（既許可区域 上流側：№７【H12. 8】、下流側：№１【H12. 8】）と大栄環境管理地の１地点（№１【H14. 1】）の合計３地点で、地下水のモニタリングを行っており、そのデータを使用した。
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表5-6-3　地下水の水質調査結果
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図5-6-3　地下水の水質調査地点
5.6.2  影響予測

予測項目は、施設（埋立地）の設置に伴う事業計画地周辺の地下水の水位及び流動状況とした。

（1） 予測概要

1） 予測の基本的な考え方

施設（埋立地）の設置に伴う事業計画地内の地山掘削による地下水の水位や流動状況への影響を、事業計画地周辺における現地調査結果及び施設計画を基に定性的な予測を行った。

2） 予測地点

予測地点は、事業計画地周辺地域とした。

3） 予測手法

予測手法は、現地調査結果及び施設計画等を基に定性的な予測を基本とした。

4） 予測対象時期

予測対象時期は、埋立量が最大となる埋立終了時期とした。

5） 予測条件

予測条件は、現地調査結果（事業計画地周辺の地下水の水位や流動状況）及び以下に示す事業計画を参考とした。
・土地の造成計画

・埋立地の遮水構造

（2） 予測結果

地下水位と計画地盤高さの比較結果は、表5-6-4及び図5-6-4に示すとおりである。

地下水位の標高は、129.36～131.75ｍ、増設区域の処分場整備完了時高さ（施工底盤）は、134.31～149.90ｍとなっており、処分場整備完了時高さよりも約５ｍ以上低い位置に地下水が存在しているとともに、処分場の現況地盤は、一部、整地のための掘削等による改変はあるものの、地下水に影響を及ぼすような掘削は行わず、その他の増設区域においては、現況地盤をほとんど改変しない。また、浸出水による地下水汚染を防止するため、埋立地内には遮水シートを敷設することから、地下水脈への影響はないものと考えられる。

さらに、今回の変更部分は、既許可区域の北西側を拡張するものであり、現地調査結果から地下水の水の流れは、事業計画地内を南から北側（既許可区域から増設区域）へ流れており、周辺の集落（事業地計画地より北東側約600m）の方向には流れていない。

以上のことから、拡張による地下水への流れの影響は小さいと考えられ、周辺地域に及ぼす影響は小さいものと予測される。

表5-6-4　地下水位と計画地盤高さの比較結果

[image: image3.wmf]  

孔内水位

（ＧＬ−ｍ）

地下水位の標高

（ｍ）

計画地盤高さ

（ｍ）

処分場

整備完了時高さ

（ｍ）

処分場

埋立完了時高さ

（ｍ）

平成4年2月

�ｂP

0.60

131.75

-

149.90

154.63

�ｂQ

0.50

131.40

-

149.61

152.50

�ｂR

0.90

130.90

-

140.82

153.34

平成12年8月ｳ

�ｂP

4.43

129.36

-

134.75

157.39

�ｂQ

5.36

130.42

-

137.82

156.22

平成14年1月ｳ

�ｂQ

0.40

121.89

142.37

-

-

整備済み

増設区域内

測定日

備考

ボーリング調査

平井５工区増設区域

計画地盤高さ（ｍ）

調査

地点


[image: image4.wmf]地下水の水質

調査地点

凡　　　例


図5-6-4　地下水位及び増設区域の施工底盤高さ等（断面Ｄ－Ｄ）

5.6.3 影響の分析

（1） 分析の基本的な考え方

地下水の水位や流動状況への影響の分析は、予測の結果を踏まえ、地下水への影響が実行可能な範囲内で回避され、又は低減されているものであるか否かについて、明らかにするとともに、生活環境の保全上の目標と予測結果を対比して、その整合性を検討することにより行った。

（2） 分析の結果

１）影響の回避または低減に係る分析

浸出水による地下水汚染を防止するため、引き続き以下の措置を講じることとする。
・浸出水による地下水汚染を防止するため、遮水シートを敷設するとともに、観測井において地下水質の異常の有無を毎月（電気伝導度及び塩化物イオン）確認し、遮水シートの長期的な安全性の確保に努める。
以上のことから、施設（埋立地）の設置に伴う事業計画地内の地山掘削による地下水への影響は、実行可能な範囲で回避・低減されていると分析する。
２）生活環境の保全上の目標との整合に係る分析

生活環境の保全上の目標は、生活環境の保全上の目標は、「周辺地域の生活環境に著しい影響を及ぼさないこと。」とした。

地下水への影響については、地下水位の標高が増設区域の処分場整備完了時高さ（施工底盤）よりも約５m以上低い位置に存在しているとともに、処分場の現況地盤は、一部、整地のための掘削等による改変はあるものの、地下水に影響を及ぼすような掘削は行わず、その他の増設区域においては、現況地盤をほとんど改変しない。また、浸出水による地下水汚染を防止するため、埋立地内には遮水シートを敷設することから、地下水脈への影響はないものと考えられる。

さらに、今回の変更部分は、既許可区域の北西側を拡張するものであり、現地調査結果から地下水の水の流れは、事業計画地内を南から北側（既許可区域から増設区域）へ流れており、周辺の集落（事業地計画地より北東側約600m）の方向には流れていない。また、上記の環境保全対策を講じることにより周辺環境に及ぼす影響は小さいものと予測された。
以上のことから、拡張による地下水への流れの影響は小さいと考えられることから、生活環境の保全上の目標との整合が図られていると分析する。
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